京都南部地区

　

　東ブロック
（1） 短期計画について

(1) 「共同宣教司牧東ブロック会議」の構成と運営法の確認および改善

ブロック会議の構成と運営方法を見直すための短期計画として、①ブロック事務局の設置、
②ブロック規約の作成、を挙げた。

①　共同宣教司牧東ブロック会議（以下、ブロック会議）の運営を円滑にするための試みと
して、2003年から「小教区ブロック担当者（東ブロックの各小教区から１名づつの代表者）」
による事前打ち合わせを行っていた。その活動内容は、ブロック会議の開催される前の
議案の作成、会議の進行についての検討、各小教区の行事等のスケジュールの摺り合わせ、
ブロック主催行事の実行委員会の立ち上げの準備などである。小教区ブロック担当者は、
東ブロック独自のものである。この小教区ブロック担当者による活動によって、それ以前
に比べてブロック会議が円滑に行われるようになり、ブロックの活動における各小教区の
連携がより密になることができた。しかしながら、小教区ブロック担当者だけでは、
ブロックの運営の円滑さには不十分であり、担当者にかかる負担も多かった。そこで、
まずブロック事務局を設置した。事務局は、教区からの要請通りに、小教区に置くのでは
なくブロック事務局担当者個人におくこととした。ブロック内のみならず、他のブロック
や教区との間の窓口の役目をする部署が明らかとなり、これらとの連携がさらに円滑に
なるようになった。ブロック事務局のことは、後述のブロック規約に明記した。

②　ブロック規約を作成するための準備は、小教区ブロック担当者とブロック事務局が行った。
ブロック運営規約は、2003年11月の『共同宣教司牧ブロックの運営のための指針』を
もとにして、小教区ブロック担当者とブロック事務局が原案を作成し、ブロック会議に
提出した。２度のブロック会議での審議検討により、2004年7月10日付けで東ブロック
運営規約が発効した（添付資料参照）。規約の作成の段階で、ブロック運営の諸々の改善点
に気づいた。各小教区ではまだ「小教区評議会」が立ち上がっていない現状では、この
ブロック規約はまだ検討の余地を残しており、今後のブロックの運営を続ける中で、さら
により良いものになるために改訂されるべきものである。

以上、「共同宣教司牧東ブロック会議」の構成と運営法の確認および改善のための、①ブロック
事務局の設置、②ブロック規約の作成、は達成された。

(2) 信徒の信仰教育プログラムの具体的計画

①「日常からミサを生きる」：ミサについての分かち合い、②「第２バチカン公会議」を踏まえた
「カトリック教会のカテキズム」の勉強会、③青年育成委員会の立ち上げ、の三点を短期計画
として挙げた。

①については、2004年3月21日の大塚司教東ブロック訪問のため、事前に各小教区単位で
信徒に「ブロック司教訪問趣意書」を配布し分かち合いの機会を促した。ブロックとしての
実際の分かち合いの場は、司教訪問当日に高野教会での司教司式ミサ・司教講話に続いて
行われただけである。その後各小教区単位では分かち合いの場が持たれている。なお、この
趣意書（2004年1月7日付け）が小教区ブロック担当者をはじめとする信徒に配布された
のは、2月下旬であり、このブロック訪問の準備期間が短かくなった一因であった。配布が
遅れた原因のひとつには、ブロックの窓口が信徒になかったことが考えられる。当時はまだ
東ブロックには、ブロック事務局が設置されていなかったが、こういったマイナス面が今後
改善されるはずである。とはいえ、準備不足であったことは事実である。もし2004年年頭
書簡についての分かち合いについて、ブロックとしての方針が予め明確化されて小教区に
通達されているか、あるいは小教区独自で出来ていたならば、それ自体が司教訪問の準備に
なっていたはずである。今後、教区の方向性が語られている司教の年頭書簡についての
分かち合いの場を持つための方策を、ブロックで検討すべきである。

　②については、ブロックではまだ実行に移せていない。各小教区単位で勉強会を行っている。
具体例として、河原町教会では「ザビエル訪れ会」の活動の一つとして信仰入門のための
カテキズムの勉強会が浅田神父の指導で行われており、高野教会では「典礼」についての
勉強会が不定期ながら外崎神父の指導で、北白川教会では毎月曜日に「カテキズムの勉強会」
がボアベール神父の指導で、山科教会では「聖書に親しむ会」として月に一度の勉強会を
モンロイ神父の指導で行われている。

　③について、具体的な委員会設置の話し合いはまだ行われていない。2003年度ブロック司教
訪問のために各小教区の教会学校担当者による話し合い分かち合いが頻回に行われ、各小教
区の連携がより密になっている。また、2003年合同洗礼志願式のあとに東ブロックが南部
地区の小教区に呼びかけて「中高生の集い」を企画実践した。今後は、これらの活動の担い
手が「青年育成委員会」の母体の一部となりうる。

(3) ブロック主催行事の実施：委員会を設置

①　平和祈願ミサ／平和行進は、「東ブロック平和への歩み準備委員会」が設置された。2004年
8月8日（日）河原町教会聖堂で、大塚司教司式の平和祈願ミサとそれに引き続き平和行進
(河原町教会から円山公園まで）が開催された。事前に、準備委員会のメンバーが持ち回りで
南部地区の他のブロックの小教区を訪れて直接、この平和祈願ミサ／平和行進について
アピールした。準備委員会では、来年度のための反省会を行い、その内容はブロック会議に
提出された。

②　歌と祈りの集いは、2002年以来東ブロック主催で待降節第１主日に開催し、歌と祈りを
通じて信仰と祈りを深めるための会である。「2004年度歌と祈りの集い準備委員会」が立ち
上がり、11月28日の開催に向けて準備をすすめ、有志の聖歌隊は練習を進めている。

③　東ブロックでは、ブロック主催黙想会を待降節に開催している。2003年に引き続き、2004
年も高野教会が中心となり準備委員会を立ち上げて準備を進めている。

以上のように、ブロック主催行事の準備委員会の設置は順調に進んだ。

（2） 長期計画について

(1) 信徒の信仰教育プログラムの取り組み

1 共同体の育成　②分かち合いの機会

(2) 『若い世代を教会へ』

1 ブロック単位での青年の集いの企画

(3) ボランティア活動：ボランティア委員会の設置

1 ボランティア活動の調査と集約　②個人・小教区・ブロックに分ける作業　③ブロック内信徒への広報

長期計画を具体的な短期計画へ移すために、また前記の短期計画「信徒の信仰教育プログラムの
具体的計画」を実際的な活動に移すためには、前記小教区ブロック担当者の会議あるいはブロック
会議だけでは不可能である。今後、ブロック内にブロックの活動のための部会あるいは諸委員会を
設置して、その部会ないし委員会での具体的な検討が必要であり、それらの検討内容がブロック
会議に提出されるべきと思われる。例えば、ブロック教育部が、子ども・青年の信仰教育や信徒の
信仰養成を担当することにより、短期計画で挙げた「青年育成委員会」や、分かち合いや勉強会の
場を検討する委員会が包括される。さらに、「歌と祈りの集い準備委員会」や「黙想会準備委員会」
もここに包括されるべきである。ブロックの部会は、小教区評議会の部会の連絡会議としての
役割もなすことができる。長期計画（ウ）ボランティア委員会については、活動連絡委員会として
の性格を持ち、①ボランティア活動の調査と集約、②個人・小教区・ブロックに分ける作業、
③ブロック内信徒への広報を行うものであり、比較的早期に短期計画へ移行が可能と思われる。
これらのブロック内の部会については、今後ブロック会議での活発な討論をすべきものである。
モデラトール司祭　浅田年生
